
 

 

 

＜厚生労働省・平成２６年度社会福祉推進事業＞ 最終報告会 

貧困等による子ども・若者を対象にした  

セーフティネットの現状とその課題 

私たちはこれまで、居場所のない子ども・若者を対象とした援助事業の先進事例の検証から、そこ

にある課題の解決に向けたきめ細かいセーフティネットの運用、新しい視点のセーフティネットの創

出、貧困の連鎖の予防策に関する提言を作成することを目的に学習支援、相談支援、居場所、食支援の

事業や活動をしている団体に訪問し調査を行ってきました。 

 ６人に１人の子どもが相対的貧困にあると言われ、経済的困窮や社会的孤立が進む現代。 

既に施行されている子どもの貧困対策法、2015 年度より、全国の福祉事務所設置自治体で始まる

「生活困窮者自立支援事業」。任意事業ではありますが、子どもたちへの学習支援事業も取り組み

を始めていく自治体もあります。 

そもそも地域の中で遊び、学び、生活文化、つながりを作りだし、成長をあたたかく見守り、支え

合い、豊かな人間性を育みあうには、どういった環境づくりが必要なのか。 

調査から見えた先進事例の紹介と提言を発表し、取り組み方の視点、制度活用等について考え合う

機会にしたいと考えています。 

と き ２０１５年３月９日（月）１４：００～１８：３０（開場 13:40） 

ところ 新宿文化センター 小ホール 
（住所:新宿区新宿 6-14-1 電話:03-3350-1141） ※地図は裏面にあります。 

参加費 無料 
 

内 容 ⅰ.子どもを中心とした地域づくりの展開 

       山科醍醐子どものひろば・理事長 村井 琢哉 

＊地域に住む全ての子どもたちが心豊かに育つことをめざし活動している団体です＊ 

ⅱ.子ども・若者からの発言～未来に希望が持てる地域に！ 

       フリースペースたまりば・利用者 × せたがや若者サポートステーション・利用者 

ⅲ.遊び、学び、生活文化、つながりの場を地域に 

       山王こどもセンター  （社会福祉法人ストローム福祉会・大阪府大阪市） 

帯広びばっと     （ＮＰＯ法人ワーカーズコープ・北海道帯広市） 

子ども村中高生ホッとステーション （東京都荒川区） 

Ⅳ.学習支援事業に取り組んで 

認定特定非営利活動法人文化学習協同ネットワーク （東京都三鷹市） 

Ⅴ. 調査研究の総括と提言  

片岡 輝  （運営委員長・東京家政大学名誉教授） 

 

主催 一般社団法人協同総合研究所 
共 催 特定非営利活動法人ワーカーズコープ、一般社団法人日本社会連帯機構 

連絡先 〒170-0013 東京都豊島区東池袋 1丁目 44－3 ISPタマビル 7階 

     電話 03-6907-8033 ＦＡＸ 03-6907-8034 メール kyodoken@roukyou.or.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貧困等による子ども・若者を対象にしたセーフティネットの現状とその課題 

参加申込 参加費用：無料 

■お名前、ご住所、ご連絡先などの個人情報の記入欄を設けてありますが、それらの個人情報は今後のお知ら

せ以外の目的に使用することはありません。またご本人の同意なく第三者に提供することもございません。 

下記の表に必要事項をご記入の上、下記までＦＡＸにて送信してください。 

フリガナ 

お名前 

 

 

男
・
女 

所 属（企業名、団体名、学校名他） 

ご住所 

 

 

〒               ＴＥＬ     －     － 

                ＦＡＸ     －     － 

                メール      ＠ 

参加申込書 ＦＡＸ ０３－６９０７－８０３４ 

 

 


